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◆例　会　場／東山荘・講堂�

◆開 会 点 鐘／１２：３０�

◆ロータリーソング／それでこそロータリー�

◆内　　　容／新会員卓話�
山崎伊久雄君�

　国際ロータリー拡大の嬉しい

ニュースをお伝えします。�

最近独立国となった東ティモー

ルにディリ・ロータリークラブが誕生し、本年9月

RIに加盟してロータリー国は164ヵ国となりました。�

　さて、国際ロータリー指名委員会は、2004～

2005年度の国際ロータリー会長に、米国・アラバ

マ州・シェードバレーRCの、グレンE・エステス・

シニア氏を選出しました。�

　エステス氏は、グレン・エステス・アソシエー

ツの最高経営責任者でしたが、今は引退されてい

ます。1960年に入会、第6860地区（アラバマ州）

のガバナー、RI理事を2年、ロータリー財団管理委

員他の要職を歴任し、1991～1992年度にはRI副会

長を務められ、現在は会員増強・退会防止委員会

の委員長です。�

　エステス氏は、100周年を祝う2005年にRI国際

大会を主催されますが、対抗候補者がいない場合、

12月1日から正式にRI会長ノミニーとなられます。�

　既にご承知の通り、当第2620地区の2004年～

2005年度のガバナーノミニーには、9月19日付で

三島RCの渡辺脩助が決定されております。�

　御殿場RCも、12月5日に次年度の役員・理事選

出の年次総会が開催されますが、その節には皆様

の深いご理解と温かいご協力を切にお願い申し上

げます。�

　この11月は、16・17日が地区大会、27日はビチャ

イ・ラタクルRI会長の記念講演会と地区をあげて

の大きな事業・行事がございます。�

　皆様のご協力を重ねてお願い申し上げます。�
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◆会 員 慶 事�

・誕生日�
　11月25日　鈴木　栄一君　  �

・結婚記念日　�
　11月21日　勝又　敏樹・一　代様ご夫妻�
　11月24日　斎藤　　衛・真夕美様ご夫妻�
　11月25日　高村　繁男・博　子様ご夫妻�
　11月25日　勝又　敏雄・美津代様ご夫妻�

・夫人誕生日�
　11月26日　山崎伊久雄君 ご夫人 久　子様�

●●●次回11月27日の例会：１７７０回　１４：３０点鐘　東レ総合研修センター●●●�

�

会長挨拶�
会　長　内海　宣彦�



○例会日/木曜日�

○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/�

○会　　　長/内海　宣彦�

○幹　　　事/滝口　喜徳�

○会報委員長/渡邊　俊彦�

前回の出席報告�

○つれづれなるままに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　内海宣彦君�
　       �
★お知らせ★ �

■そばを食す会　１1月２８日(木）1８時３０分より�

　㈱エビス印刷・御殿場営業本部・・・・・・・・・・・・大洞の会�
　なぜか名古屋に一泊して、長野県の松本にそば修行に行ってきました。
　いままで食べた中で一番美味しいと感じたそばでした。今回の「そばを
　食す会」ではその店で使っているそば粉を取り寄せ作ってみる予定です。
　期待して下さい。�

１１月１４日のスマイル�

会員数� 出席数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６０名� ５７名� ３９名�６８.４２％�９８.２５％�

『地上には平和を。すべての人 に々善意を。』�

●欠席者（１８名）�
橋本喜市君・林　　準君・林　由行君・井口修一君

石田　恩君・神谷高義君・勝間田豪亮君・勝又　誠君

勝又敏雄君・勝又敏樹君・水口正宏君・大庭健一郎君

岡本隆典君・斉藤礼志君・斎藤　衛君・土屋闊正君

渡辺　巌君・山崎伊久雄君�

●●●11月はロータリー財団月間です ●●●�

●メーキャップ（９名）�

　斎藤　　衛君 　10月25日　裾　　野�

　橋本　喜市君 　11月 1日　裾　　野�

　根上　眞一君 　11月 1日　裾　　野�

　勝又　　洋君　11月 6日　G R A�

　豊山　徹也君　11月 6日　長　　泉�

　土屋　闊正君 　11月 8日　裾　　野�

　内海　隆治君 　11月 8日　裾　　野�

　井口　修一君　11月 9日　伊豆長岡�

　神谷　高義君　11月11日　沼 津 東�

富士山麓における森づくり活動の�
動向について�

　県では、富士山にふさわし

い森林の保全とその恵みを後

世に継承するために「富士山総合環境保全指針」

に基づき「富士山100年プロジェクト3776構想」

を策定しました。構想検討中の平成8年９月の台

風17号により、富士山麓の人工林は多大な風倒

被害を受けたこともあり、これを契機にボランティ

アの参加による森づくり活動が活発化しました。�

　広葉樹苗木の植栽など多くの方々が活動し、

復元の目途はついたものの、その後の下刈など

の管理を継続していく上で、参加者の確保等の

課題が挙げられます。�

　このため、森づくり活動は、苗木植栽後に下

刈りや除間伐などの作業を継続して行う必要の

あることを広くアピールし、そして長期間同じ

場所でボランティア活動を継続するためには、

なぜやるのかという意義や、活動がどのような

結果に結び付くかを考えることが大切です。また、

教育関係者も取り込み、学校や地域社会などで、

森林や森づくりの重要性を普及していく等の環

境教育をより推進していく必要があります。�

　富士山の森林面積の半分以上を占めるスギ・

ヒノキ人工林を健全に育成していくことも大き

な課題です。自然林だけに意識が行きがちなボ

ランティアには人工林の必要性、公益的機能な

どを理解し、関心をもって活動してもらうこと

も必要だと考えています。�

　この富士山麓の豊かな自然を創造し、後世へ

継承していくために、これからも皆様のご協力

をお願いします。�

静岡県環境森林部環境政策室富士山浜名湖スタッフ�

主査　菅野　進様�


